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札幌国税局からのお知らせです

1

消費税及び地方消費税の 納税は期限内に！！
消費税及び地方消費税の税率が、令和元年10月1日より8％から10％になりました。
� ※税率の引上げと同時に軽減税率制度が導入されました。

課税事業者の方は、計画的な納税資金のご準備をお願いします。
　消費税率及び地方消費税の中間申告・納付額は、直前の課税期間の確定消費税額を基礎として計算されます。
　このため、税率の引上げ直後において、中間申告額は8％の税率で計算されていることから、確定申告では、
10％の税率により計算された消費税額（年税額）と、8％の税率により計算された中間申告額との差額を納付
する必要があります。
　税率引上げ直前の課税期間と同様の決算内容であった場合でも、確定申告時の納付額が増加しますので、中
間申告が必要な方は特にご注意ください。

　簡単・便利な納付方法もありますので、詳しくは国税庁もしくは e-TAXホームページをご確認ください。

【国税庁ホームページ】
https://www.nta.go.jp/

【e-TAXホームページ】
https://www.e-tax.nta.go.jp/

期限内納付のために



　札幌発寒工業団地協同組合（佐々木敦理事長、組合員34人）の設立40周年記念式典が1月16日、センチュ
リーロイヤルホテルにおいて新年交礼会を兼ねて開催されました。
　同組合は、昭和52年、発寒第二工業団地に立地する事業者により任意団体として発足し、組合員の事業にメ
リットが大きい共同受電事業をはじめ団地内ボランティア清掃事業、除排雪事業パートナーシップ制度の推
進など、さまざまな活動を通じて組合員の結束強化と事業発展に取り組んできました。
　式典は、物故者への黙祷で始まり、西副理事長は式辞で「道内企業は、全国一高い電力料金や原材料費、運送
費の大幅な高騰など、慢性的な要因により相変わらず厳しい経営環境に置かれている」としながらも、「これか
らも働き方改革への対応や共同受電事業拡充にしっかりと取り組み、次の50周年に向けて邁進していきま
す」と今後に向けた決意を述べました。その後、本会の尾池会長から功労者4名に対し、長年にわたる功績をた
たえて表彰状が贈呈されました。
　引き続き行われた祝宴は、西副理事長の進行によるビンゴゲームなどで大いに盛り上がり、出席者は次の節
目に向けさらなる発展を誓い合い、盛会のうちに締めくくられました。

　北海道木材市場協同組合（加賀谷雅治理事長、組合員34人）の新春恒例の初市が1月17日、同組合の市場が
ある篠路会場（北区篠路町）において開催されました。
　同組合は、昭和33年に北海道木材の流通体制の合理化と業界発展のため設立され、道内唯一の公開市場の
開設・運営のほか組合員が取り扱う木材の共同販売・購買や共同保管、原木市の開催などを行っています。
　当日は、高橋副理事長の挨拶の後、気合いのこもった三本締めで競りが始まり、トドマツやエゾマツなど、約
1,200立方メートルが出材され、参加した組合員は一つひとつの木材を慎重に吟味しながらも次々と競り落
とし、成約率は約9割となり、令和になって初めての新春初市は活気にあふれたものとなりました。

式辞を述べる西副理事長 表彰状を贈呈する尾池会長 祝宴は大いに盛り上がった

設立40周年記念式典を開催！
札幌発寒工業団地協同組合

競りを行う加賀谷理事長

新春初市を開催！
北海道木材市場協同組合
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‖和田係長の経歴や業務内容について‖

　大学卒業後は、銀行に就職しましたが、結婚を機に退職。そ
の後、仕事復帰し一般企業に勤めたこともありましたが、家庭
と仕事の両立が難しかったため、平成9年、自宅に近い当組合
に転職し、平成22年から今の係長職に就いています。組合の
事務局は理事長と私のみで運営しているため、その担当業務
は幅広く、配送センターや企業向けの物産展示場の管理のほ
か、商品の仕入発注、機械保守管理、経理、清掃、組合員の福利
厚生、各種顧客情報の管理など、各事業の後方部隊としてサ
ポート業務を行っています。
　一昨年の北海道胆振東部地震発生時は、施設周辺の道路上
に木が倒れ、車での配送ができなくなるため、発災後すぐに出
勤し樹木伐採の業者を手配するなど復旧に追われました。

‖女性として直面した問題‖

　私がこれまで経験してきた中では、従業員の男性比率が高いことなどから、女性に特化して登用する動きは
ほとんどありませんでした。また、優秀ならば男女問わず目をかけて引き上げてくれる上司に巡り合わない限
りチャンスが訪れないなど、少数派の女性管理職は無言の圧力を感じながらも、それをものともせずに結果を
出さなくてはいけない空気もありました。
　女性が家庭と仕事を両立できるよう、長時間勤務に偏った体制を見直すことや仕事の効率化など、業務全般
の見直しを行うことがワークライフバランスにつながると思います。

女性リーダーインタビュー

　第 10 回目は協同組合ニイイチ物流センターで活躍されている和田真弓さんです。平成 6 年に設立さ
れた同組合の事務局に平成 9 年から勤務し、草創期の組合においてその専門性の高い知識や経験を活か
し重要な役割を担ってきた和田さんのこれまでの歩みをお聞きしました。

協同組合ニイイチ物流センター

係長 和田 真弓さん

平成9年の入職後、長年にわたり事務局で広範な業務に従事。
その功績が認められ、昨年、中小企業等協同組合法施行70周年
を記念した全国中央会会長表彰を受彰されました。

VOL.10  協同組合ニイイチ物流センター　和田真弓 係長

働 く
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性
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‖管理職という立場から‖

　毎日周りで働いてくれるメンバーがどのような状態で働いているかということに気を配っています。例え
ば、体調不良や悩みはないかなど、さまざまな個人の状態を把握し、仕事の配分に気を付けたりフォローを行
うなど、人育てもまた管理職の醍醐味だと思っています。また、事務所内は組合事務局のほかに組合員企業も
入居されており、机の配置を調整するなどして、コミュニケーションを取りやすい環境や雰囲気づくりを心が
けています。以前は私も男性社会の管理職像に無理にはまろうとしたこともありましたが、歳を重ねるにつ
れ、親のような柔らかい心で業務に取り組んでいる自分に気づきました。今は真摯な気持ちで仕事に向き合え
ばおのずと道は開けると考えています。
　また、管理職を務めることのやりがいや魅力を次代を担う働く女性に伝えることの必要性を感じています。
そのため、子育て中の女性社員が長いスパンで自身のキャリア形成を考えられる教育制度が必要だと考えて
います。組合でも、キャリア制度がなかったにも関わらず係長という役職を与えていただいて事務局を任され
ており、とてもやりがいを感じています。

‖今後の目標‖

　企業の一番の資産は人なので、いかに社員の方々に気持ちよく働いてもらうかが大切だと思います。働きや
すい環境を整えるため、食堂、トイレ、休憩室などバックヤードの改装を実施したり、社員のクオリティ・オブ・
ライフ向上のため有給休暇の連続消化を積極的に促すことが必要だと考えています。

まっすぐに仕事に向き合えば、
　　　　　　自ずと道は開けます。

＊おわりに
　取材中、子育てのこぼれ話を聞かせていただき、お子様が小さかった頃は苦労された場面も多かったとお聞きしました。大きな
負担なく公私の両立が可能となるような職場環境づくりの重要さを感じました。

次回の女性リーダーインタビューは、4月号への掲載を予定しています。
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